








































講師：山岡万里子氏（翻訳家、Not For Sale Japan 代表）
＜概要＞




のキャリアや翻訳者を目指すきっかけ、そして反人身売買NGO Not For Sale との出会
いをスライドとともにお話しくださった。その他にも、翻訳者の実情や一冊の訳本が出
版されるまでの過程、訳す本からの影響など翻訳に関するとても興味深いお話が満載で、
将来翻訳の仕事を目指している学生はもちろん、講演前は翻訳にそれほど興味を抱いて
いなかった学生もみな真剣に山岡さんの講演に耳を傾けていた。
講演後、23号館の談話室にて田中先生と言語文化研究会学生委員、講演を聞いて興味
を抱いた学生が山岡さんを囲んで交流会を催した。昼食を食べながらのリラックスした
交流会は、講演の場で聞くことができなかった学生からの質問に山岡さんがその場で一
つずつ答えてくださるという非常に有意義な場となった。この交流会では翻訳の世界に
入ったきっかけや仕事としての翻訳のやりがい、女性のキャリアなどについて詳しくお
話を伺うことができ、「好きなことを仕事にする」ことの実情を知ることができた。
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学生はふだん大学の授業として翻訳を学んでいるが、今回実際に翻訳を仕事としている
方の話を聞くことで、ひとつの職業としての翻訳の楽しさや難しさ、社会とのつながり
を理解することができる貴重な機会となった。 （3年 柏瀬早希、内藤綾香）
題名：「日本語教育の現場と実践／日本語学校で求められている人材とは」
日時：2013年10月18日（金）16時35分～18時5分（第一部）18時5分～18時35分（第二
部）
会場：東京女子大学9103教室
講師：金子史朗氏（東京日本語文化学校教務主任）
＜概要＞
2012年度に引き続き、日本語学校で大学や専門学校に入学することを目指している留
学生に対する日本語教育に長く携わっている金子氏をお迎えした。第一部では日本語の
模擬授業、第二部では日本語学校で求められている人材に関する講演をお願いした。模
擬授業においては、本学学生を初級の日本語学習者に見立て、文型項目の導入、基本練
習や簡単な応用練習の流れを見せていただいた。周到な準備と経験に裏付けられた授業
展開を参加者一同、体験した。2年連続での参加者も多かった。第二部では、質疑応答
を行い参加学生からいくつかの質問が出され活発なやり取りとなった。 （松尾慎）
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